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成熟した住宅地において、密度をほぼそのままに見直すことで、新たな市街地のありよ

うを提案している。住宅と敷地境界の関係を見つめ直し、小さな住戸をばらばらに配置す

ることで、住棟間が隙間から新たなアクティビティの場となり賑わいを生むということだ。

人口の増加しない地域での市街地の再編は、施設の集約に目が行きがちであるが、散漫と

すら感じる全体の配置が、はらっぱのような懐かしさや賑わいを感じる空間となっている。

各建物も様々な住人を想定し綿密に計画されており、現代的なプレゼンテーションによっ

て現代の提案として成功した秀作である。 

（文責：齊藤 文彦） 

 

 

 

     


